
-156- -157-

表表１１　　受受理理時時点点のの年年齢齢構構成成

1歳未満
1歳以上
3歳未満

3歳以上
6歳未満

6歳以上
9才未満

9歳以上
12歳未満

12歳以上
15歳未満

15歳以上 合計

55 37 36 11 15 6 5 165

表表２２　　受受理理理理由由
関係機関から 救急 他院から 入通院中 合計

71 34 18 42 165

　註：「入通院中」は、入通院している患者・家族に対して「何かおかしい」と感じる

　　　スタッフの気づきを示す。

表表３３　　虐虐待待内内容容

身体的虐待 心理的虐待 ネグレクト 性的虐待 その他 合計

21 14 125 2 3 165

　註１：「ネグレクト」は、不適切養育全般を含む。熱傷・頭部外傷等身体に影響を及ぼす事故に関しても、

　　　未然に事故を防ぎえなかったことに焦点をあて、「ネグレクト」としてカウントしている。

　註２：「その他」は、「妊娠期からの虐待予防事業」に基づき、保健機関に連絡票を発送したもののうち、

　　　特に虐待予防の視点を要するケースをカウントした。到着時心肺停止（ＣＰＡＯＡ）、代理ミュンヒ

　　　ハウゼン症候群（ＭＳＢＰ）も「その他」としてカウントした。

　註３：ＤＶ目撃は「心理的虐待」としてカウントした。

　
表表４４　　主主診診療療科科

新生児科 代謝・内分泌科 腎臓科 感免･ｱﾚﾙｷﾞｰ科 血液・腫瘍科 循環器科 神経科 遺伝科 総合診療科

17 2 3 1 5 11 15 0 12

泌尿器科 消化器・肝臓科 小児外科 心臓血管外科 脳神経外科 整形外科 形成外科 皮膚科 耳鼻咽喉科

1 1 4 0 3 12 16 4 1

眼科 小児歯科 集中治療科救急診療科外傷診療科 精神科

2 0 9 26 1 19

表表５５　　虐虐待待とと関関係係すするる疾疾患患

頭部外傷 硬膜外血腫 10

硬膜下血腫 7

脳挫傷 1

骨折 頭蓋骨骨折 11

肋骨骨折 0

11

眼底出血 4

打撲痕・挫創 14

熱傷 11

栄養障害 低身長 0

脱水 0

体重減少 1

誤飲 5

溺水 0

ＣＰＡＯＡ 2

　註：複数カウントあり。

合　計

165

その他の骨折
(鎖骨、顔面、上肢、下肢）

157 

第第１１００章章  栄栄養養ササポポーートトチチーームム（（NNuuttrriittiioonn  SSuuppppoorrtt  TTeeaamm；；NNSSTT））  

 栄養サポートチーム（以下 NST）は、栄養管理を通じて疾患の治療や発育、発達を支える医療チームと

して平成 20年 7月に活動を開始した。メンバーは病院長、副病院長を顧問に、TNT研修修了医師（外科・

消化器肝臓科・集中治療科、血液腫瘍科）、看護師（各認定看護師・病棟担当看護師）、管理栄養士（NST

専門療法士）、薬剤師（NST 専門療法士）、臨床検査技師、理学療法士、医事職員の 28 名で構成されてい

る。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策のため、活動を縮小せざるを得なかったが、NST回診延べ

人数は前年度の約 2倍となり、栄養不良患者への介入が増加した。また、集中治療科医師メンバーを中心

に急性期経腸栄養マニュアルを作成し、集中治療領域の栄養介入も増加してきている。 

（1）NST委員会・NST看護部小委員会

 NST委員会は奇数月の第４木曜日にメール審議を中心に開催し、NST活動の運営全般について協議を行 

った。また、看護部小委員会では、必要に応じて、NST 活動の情報共有を行い各病棟との連携を図った。 

（2）栄養評価 

入院時、全例（1日入院を除く）に栄養管理計画書を作成し、栄養評価を実施している。栄養評価結果

は電子カルテ上に表示し栄養不良者の情報を共有している。栄養不良と判定された場合は、2週間後に再

評価を実施し、再評価で高度栄養不良患者については、病棟スタッフへ情報発信し、NST介入へつなげる

はたらきかけを行っている。 

（3）NST回診

 担当医師からの依頼制とし、毎週月曜日カルテ回診・カンファレンスを行っている。年度途中より病棟

回診は中止したが、依頼医との連携を密に取り栄養介入を行った。栄養不良患者割合の多い、血液腫瘍

科、集中治療科、循環器科からの依頼が増えている。 

（4）NSTカンファレンス

栄養管理計画書よりスクリーニングした高度栄養不良患者について、NSTメンバーで情報共有し、カル

テ回診により栄養モニタリングを行っている。必要に応じて主治医へ栄養介入の必要性を提案している。 

カンファレンス時間短縮のため、年度途中から中止とした。

（5）栄養コンサルテーション 

院内スタッフからの栄養管理に関する質問について随時対応している。 

（6）NST勉強会

 栄養療法の啓蒙・普及のため勉強会の企画・運営を行っている。今年度は感染防止対策のため、開催中

止とした。 

（7）NST活動ツールの整備

創傷治癒促進目的の栄養補助食品としてオルニュートを採用した。また、システム更新時に栄養シミュ

レータをより効果的に使えるよう改修した。

電子カルテのサイボウズに、栄養に関する情報を NSTツールとして掲載、随時更新している。

ア NST委員会 6回 

イ 栄養管理計画書作成数 6452件（入院時 5006件、再評価時 1446件） 

ウ NST回診 43回（依頼 17件 延べ回診人数 339名） 

エ NSTカンファレンス 15回 44件 

オ 栄養コンサルテーション 132件 

（小山みどり） 


